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会報むすび 令和3年3月吉日（1）

　

先
ず
以
て
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
、

皆
様
に
は
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
図
ら
ず
も
福
田
前
会
長
よ
り
会
長
の
大
役
を
受
け
継
ぎ
、
早
い
も
の
で

二
年
間
の
任
期
の
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
中
に
は
自
然
災
害
・
未
曽
有
の

感
染
症
の
発
生
と
いっ
た
災
禍
は
起
こ
り
つつ
も
、こ
う
し
て
無
事
退
任
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
黒
川
庁
長
は
じ
め
神
社
庁
役
職
員
の
皆
様
、
先
輩
諸

兄
、
ま
た
役
員
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
就
任
一
年
目
は
御
代
替
り
に
よ
る
天
皇
陛
下
御
即
位
御
大
礼
を

奉
祝
し
、当
会
で
も
二
度
の
御
朱
印
展
を
行
っ
た
ほ
か
、栃
木
県
が
令
和
の
悠
紀
地

方
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
県
内
各
支
部
に
お
い
て
も
奉
祝
田
事
業
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
ま
さ
に
矢
の
よ
う
に
時
間
が
過
ぎ
て
いっ
た
一
年
間
と
な
り
ま
し
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピッ
ク
開
催
も
控
え
世
間
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
ま
た
終
戦
七
十
五

年
・
東
日
本
大
震
災
発
災
十
年
と
いっ
た
節
目
を
迎
え
る
中
で
、
令
和
二
年
度
の

事
業
を
展
開
す
べ
く
意
気
込
ん
で
い
た
矢
先
に
、
今
な
お
世
界
中
で
猛
威
を
振
る

う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
世
の
中
が
一
変
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
様
々
な
行
事
や
事
業
が
中
止
・
延
期
・
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
中
、
本
県
に
於
い
て
も
政
府
に
よ
る
二
度
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
よ
り
参

集
が
制
限
さ
れ
、
総
会
も
書
面
議
決
の
形
を
と
ら
ざ
る
を
得
ず
、
恒
例
の
事
業
は

も
と
よ
り
新
た
に
委
員
会
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
青
少
年
育
成
事
業
の
企
画
も
進
め

て
お
り
ま
し
た
が
実
現
に
至
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
の
皆
様
、
と
く

に
新
入
会
員
に
は
研
修
・
親
睦
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
致
し
方
無
い
事

な
が
ら
非
常
に
心
苦
し
く
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
駅
ビ
ル
パ
セ
オ
に
て
の
御
朱
印
展
の
開
催
の
ほ
か
、
現
代
の
技
術
を
生
か
し

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
員
親
睦
会
と
いっ
た
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
不
自
由
な
中

に
も
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
当
た
り
前
に
行
え
て
い
た
こ
と
が
で

き
な
く
な
って
し
ま
っ
た
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
同
士
協
力
し
て
事
業
が

で
き
る
こ
と
の
有
難
み
、
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
以
前
の
よ

う
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
懇
親
、
研
鑽
の
場
が
開
け
る
よ
う
一
日
も
早
い
感
染
症
収

束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
臨
時
総
会
に
て
選
出
さ
れ
た
上
野
新
会
長
の
も
と
新
た
な
体

制
と
な
り
ま
す
。
ま
た
上
野
新
会
長
は
二
年
間
神
道
青
年
全
国
協
議
会
の
関
東

地
区
理
事
に
、
小
林
新
事
務
局
長
が
引
き
続
き
一
都
七
県
協
議
会
の
事
務
局
に

出
向
し
令
和
四
年
度
に
は
事
務
局
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
本

県
は
神
青
協
一
都
七
県
協
議
会
の
当
番
県
と
も
な
る
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
が

予
想
さ
れ
る
中
で
多
く
の
事
業
の
運
営
に
当
た
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
新
役

員
・
会
員
の
皆
様
に
は
栃
木
県
ま
た
関
東
地
区
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
二
人

を
是
非
と
も
支
え
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
の
活
動
に
一
致
団
結
し

て
積
極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
賛
助
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
方
々
を
は
じ
め
各
神
社
、
関
係
諸
団
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の

益
々
の
発
展
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
二
年
間
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栃
木
県
青
年
神
職
む
す
び
会

第
二
十
四
代
会
長
　
　
田
邉
　
雅
祥

会
長
退
任
挨
拶



会報むすび令和3年3月吉日 （2）

　

謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
も
諸
祭
恙
無
く
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
慶
賀
に

存
じ
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
世
の
中
が
一
変
し
、
日
常
が
様

変
わ
り
し
た
大
変
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
当
会
に
於
い
て
も
定
例
総
会
を
書
面

決
議
で
行
う
な
ど
、
多
く
の
事
業
や
研
修
会
が
中
止
と
な
り
、
会
員
の
研
鑽
や

親
睦
の
機
会
が
失
わ
れ
、
歯
痒
い
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
の
中
、
去
る
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
の
臨
時
総
会
に
て
、
田
邉
雅
祥
会

長
よ
り
襷
を
受
け
、
第
二
十
五
代
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も

と
よ
り
浅
学
非
才
な
う
え
、
今
般
の
難
局
に
直
面
し
不
安
を
抱
く
ば
か
り
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
執
行
部
の
役
員
や
会
員
全
て
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、
重
責
を

全
う
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
会
員
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
の
皆

様
、
神
青
協
の
同
志
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
会
は
日
本
が
経
済
大
国
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
、
高
度
経
済
成
長
期

の
昭
和
三
十
七
年
に
発
会
し
て
以
来
、
歴
代
の
先
輩
方
の
弛
ま
ぬ
活
動
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
令
和
四
年
に
創
立
六
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
す
。
六
十
年
と

は
人
間
で
は
還
暦
に
あ
た
り
、
十
干
十
二
支
が
一
巡
す
る
こ
と
か
ら
人
生
の
始

ま
り
に
還
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
我
々
は
今
一
度
発
会
の
精
神
を

学
び
、
戦
後
の
混
乱
に
耐
え
む
す
び
会
を
生
み
出
し
育
て
た
、
先
輩
方
の
情
熱

と
経
験
を
後
世
に
繋
げ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
現
在
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
糧
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
東
日
本
大
震
災
よ
り
十
年
を
迎
え
ま
す
。
当
会
で
は
田
中
会

長
・
滝
口
会
長
期
に
幾
度
も
被
災
地
を
訪
れ
、
復
興
支
援
活
動
や
視
察
研
修
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
活
動
を
経
験
し
た
会
員
も
半
数
程
度

と
な
り
、
そ
の
教
訓
も
記
憶
と
共
に
風
化
し
つつ
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
東
日

本
大
震
災
以
降
も
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
自
然

の
脅
威
に
よ
り
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
よ
り
十
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
こ
そ
震
災
の
教
訓
を
思
い
返
し
、
会
員
に
伝
え
る
だ
け

で
な
く
日
頃
の
備
え
や
緊
急
時
の
連
絡
手
段
の
確
保
な
ど
、
会
と
し
て
想
定
し

得
る
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
し
い
生
活
様
式
が
浸
透
し
て
ゆ
く
中
で
、
会

の
あ
り
方
や
運
営
方
法
も
新
た
に
変
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全

て
中
止
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ウ
ェ
ブ
で
の
会
議
や
研
修

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
技
術
を
学
ぶ
機
会
を
作
り
、

会
の
運
営
や
奉
仕
神
社
に
活
か
せ
る
よ
う
、
共
に
学
び
考
え
る
二
年
間
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

六
十
周
年
を
迎
え
る
当
会
が
今
後
益
々
飛
躍
で
き
ま
す
よ
う
、
諸
先
輩
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

栃
木
県
青
年
神
職
む
す
び
会

第
二
十
五
代
会
長
　
　
上
野
　
敬
則

会
長
就
任
挨
拶



会報むすび 令和3年3月吉日（3）

　

去
る
八
月
二
十
八
日
午
後
七
時
よ
り
、
む
す
び
会
リ
モ
ー
ト
親
睦
意
見
交
換
会
が

z
o
o
m
ア
プ
リ
上
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
む
す
び
会
で
予
定
さ
れ
て
い

た
諸
行
事
は
や
む
な
く
中
止
と
な
り
、
例
年
に
は
な
い
寂
し
い
夏
と
な
って
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
開
催
さ
れ
た
こ
の
意
見
交
換
会
は
会
長
以
下
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
皆

そ
れ
ぞ
れ
に
好
み
の
お
酒
や
お
つ
ま
み
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
越
口
親
睦
委
員
長
の
進
行
の
も

と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
長
か
ら
の
挨
拶
、
ま
た
上
野
副
会
長
か
ら
の
乾
杯
の
発
声
が
あ
っ
た
後
、
各
々
自
己
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
か
ら
の
新
入
会
員
で
あ
る
白
鷺
神
社
の
伊
藤
照
倭
さ
ん
、
今
宮

神
社
の
櫻
木
悠
人
さ
ん
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
が
あ
り
、
画
面
上
で
は
あ
り
ま
し
た

が
む
す
び
会
に
於
い
て
の
初
の
顔
見
せ
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
が
終
わ
っ
た
後
、
参
加
者
の
奉
仕
す
る
神
社
に
お
い
て
の

七
五
三
や
正
月
を
は
じ
め
、
そ
の
他
普
段
の
社
務
の
参
拝
者
に
対
す
る
諸
対
応
に
つい
て
の

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
御
祈
祷
、
授
与
品
、
御
朱
印
、
集
客
の
項
目
ご
と
に
テ
ー
マ

を
分
け
、
各
々
奉
職
す
る
神
社
の
現
行
の
対
応
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
感
染
症
対
策
が
重
視
さ
れ
る
中
で
、
特
に
正
月
の
参
拝
者
の
対
応
は
、
私
を
含

め
全
員
が
一
番
不
安
に
感
じ
て
い
る
話
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
あ
る
か
ら
か
、
参

加
者
全
員
か
ら
発
言
ま
た
質
問
が
活
発
に
行
わ
れ
、大
変
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

寺
内
幹
事
の
手
締
め
の
後
も
、
参
加
者
は
数
名
残
り
、
し
ば
し
議
論
は
続
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か
ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
神
社
界
に
と
って
は
例

祭
、
七
五
三
、
正
月
、
節
分
と
大
き
な
行
事
が
続
く
、
大
変
重
要
な
時
期
に
差
し
掛
か
り

ま
す
。
こ
の
事
態
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
県
内
神
社
の
よ
り
強
固

な
結
び
つ
き
を
築
き
、
一
社
内
で
抱
え
込
む
事
無
く
、
協
力
し
合
って

い
く
事
が
大
切
で
あ
る
と
、
こ
の
会
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
リ

モ
ー
ト
親
睦
意
見
交
換
会
を
き
っ
か
け
に
、
神
社
、
ま
た
神
職
同
士

の
つ
な
が
り
を
よ
り
深
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
宇
都
宮
二
荒
山
神
社　

人
見
圭
祐
）

　

三
月
二
十
三
日
、
大
前
神
社
に
於
い
て
芳
賀
支
部
・
む
す
び
会
合
同
祭
式
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
前
恵
比
寿
神
社
宮
司
加
藤
直
人
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
十
二

名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
消

毒
液
の
設
置
な
ど
感
染
症
対
策
徹
底
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
笏
法
や
敬
礼
作
法
、
起
居
進
退
な
ど
の
基
本
作
法
を
中
心
に
確
認
致
し
ま
し

た
。
昨
年
大
学
を
卒
業
し
講
師
の
先
生
に
祭
式
を
確
認
し
て
頂
く
機
会
が
少
な
く
な
り
、

一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
癖
が
ついて
し
まって
い
る
こ
と
を
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
衣
紋
の
研
修
と
、
神
饌
献
撤
の
流
れ
を
確
認
致
し
ま
し
た
。
衣
紋
の
研
修
で
は

二
人
衣
紋
を
行
い
、
正
服
を
綺
麗
に
著
装
す
る
コツ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
私
も
例
祭

な
ど
で
正
服
の
衣
紋
を
行
う
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
大
い
に
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

神
饌
献
撤
で
は
陪
膳
、
膳
部
、
手
長
、
薦
後
取
、
案
後
取
と
各
所
役
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に
動
作
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
昔
の
祭
式
と
今
の
祭
式
の

違
い
や
、
國
學
院
大
學
と
皇
學
館
大
学
の
祭
式
の
違
い
、
申
し
合
せ
事
項
な
ど
も
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。
加
藤
先
生
は
今
回
の
研
修
で
初
め
て
講
師
を
務
め
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、

祭
式
に
対
す
る
知
識
の
深
さ
や
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
教
え
方
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
祭
式
は
神
社
で
奉
仕
す
る
私
た
ち

の
基
本
で
あ
り
、
神
様
に
対
し
て
の
敬
意
の
表
れ
で
あ
る
た
め
、

丁
寧
に
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
糧
と
し
、
今
後
の
神
明
奉
仕

に
励
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
白
鷺
神
社　

伊
藤
照
倭
）

リ
モ
ー
ト
親
睦
会

芳
賀
支
部
・
む
す
び
会
合
同
祭
式
研
修
会



会報むすび令和3年3月吉日 （4）

	

　
　
　
　
日
時
　
令
和
三
年
三
月
十
日

	

　
　
　
　

場
所
　
茨
城
県
大
洗
海
岸
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
日
時
　
令
和
三
年
三
月
二
十
一
日

	

　
　
　

場
所
　
栃
木
県
護
国
神
社
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
発
災
十
年
物
故
者
慰
霊
祭

並
び
に
早
期
復
興
祈
願
祭

終
戦
七
十
五
周
年
栃
木
県
戦
没
者
慰
霊
祭



会報むすび 令和3年3月吉日（5）

	

日
時
　
令
和
二
年
十
月
十
四
～
二
十
九
日

	

場
所
　
J
R
宇
都
宮
駅
内
パ
セ
オ
　
　
　
　

令
和
二
年
度
む
す
び
会
事
業
報
告

栃
木
の
神
社　

御
朱
印
め
ぐ
り

（
令
和
二
年
）

四
月	

八
日	

む
す
び
会
会
計
監
査
会
並
び
に

	
	

第
一
回
役
員
・
委
員
長
会
議

四
月
　
　	
二
十
日	

第
一
回
一
都
七
県
協
議
会
定
例
会
議

四
月
　	

二
十
三
日	
神
青
協
第
七
十
二
回
定
例
総
会

五
月
　	

六
日	
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終
息
祈
願
祭

五
月	

三
十
一
日	
令
和
二
年
度
定
例
総
会

六
月	

三
日	

第
二
十
六
回
神
青
協
一
都
七
県
定
例
総
会

六
月	

十
二
日	

第
二
回
役
員
・
委
員
長
会
議

八
月	

六
日	

第
二
回
一
都
七
県
協
議
会
定
例
会
議

八
月	

二
十
四
日	

第
三
回
役
員
・
委
員
長
会
議

八
月	

二
十
七
日	

神
青
協
常
任
委
員
会
・
夏
期
勉
強
会

八
月	

二
十
八
日	

リ
モ
ー
ト
親
睦
意
見
交
換
会

十
月	

十
四
日	

御
朱
印
展

　
　	

～
二
十
九
日	

栃
木
の
神
社
　
御
朱
印
め
ぐ
り

十
月	

二
十
三
日	

第
三
回
一
都
七
県
協
議
会
定
例
会
議

十
月	

二
十
七
日	

第
四
回
役
員
・
委
員
長
会
議

十
一
月	

二
十
五
日	

神
青
協
臨
時
総
会

十
一
月	

二
十
六
日	

第
五
回
役
員
・
委
員
長
会
議

	
	

臨
時
総
会

十
二
月	

二
日	

一
都
七
県
協
議
会
研
修
会

十
二
月	

四
日	

第
四
回
一
都
七
県
協
議
会
定
例
会
議

（
令
和
三
年
）

二
月	

四
日	

第
五
回
一
都
七
県
協
議
会
定
例
会
議

二
月	

九
日	

一
都
七
県
協
議
会
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

二
月	

十
九
日	

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭

三
月	

十
日	

一
都
七
県
協
議
会
東
日
本
大
震
災
発
災
十
年

	
	

物
故
者
慰
霊
祭
並
び
に
早
期
復
興
祈
願
祭

三
月	

十
一
日	

東
日
本
大
震
災
発
災
十
年
物
故
者
慰
霊
祭

三
月	

二
十
一
日	

戦
後
七
十
五
周
年
栃
木
県
戦
没
者
慰
霊
祭

三
月	

二
十
三
日	

芳
賀
支
部
・
む
す
び
会
合
同
祭
式
研
修
会

	
	

※
そ
の
他
　
役
職
員
会
・
委
員
会
等
を
必
要
に
応
じ
て
開
催

栃
木
県
神
社
庁

W
e
b
会
議

書
面
承
認

会
員
奉
務
神
社

書
面
議
決

W
e
b
会
議

栃
木
県
神
社
庁

W
e
b
会
議

栃
木
県
神
社
庁

W
e
b
開
催

z
o
o
m

J
R
宇
都
宮
駅
内

パセ
オ
二
階

W
e
b
会
議

栃
木
県
神
社
庁

W
e
b
会
議

栃
木
県
神
社
庁

栃
木
県
神
社
庁

W
e
b
研
修
会

W
e
b
会
議

W
e
b
会
議

W
e
b
研
修
会

全
国
一
斉
奉
仕

茨
城
県
大
洗
海
岸

福
島
県

栃
木
県
護
国
神
社

大
前
神
社
会
館



会報むすび令和3年3月吉日 （6）

【
役
員
】

会
　
　
長	

上
　
野
　
敬
　
則	

白
鷺
神
社	

禰
　
宜

副 

会 
長	

越
　
口
　
政
　
典	

天
満
宮	

	

禰
　
宜

副 

会 

長	
和
　
田
　
晋
　
典	

瀧
尾
神
社	

禰
　
宜

事
務
局
長	
小
　
林
　
誉
　
史	

星
宮
神
社	

禰
　
宜

会
　
　
計	

岡
　
村
　
洋
　
佑	

乃
木
神
社	

権
禰
宜

庶
　
　
務	

井
　
上
　
潤
　
一	

大
前
神
社	

権
禰
宜

渉
　
　
外	

小
　
林
　
迪
　
寛	

宇
都
宮
二
荒
山
神
社	

権
禰
宜

監
　
　
事	

津
　
田
　
　
　
宏	

乃
木
神
社	

権
禰
宜

監
　
　
事	

田
　
邉
　
雅
　
祥	
岩
崎
神
社	

禰
　
宜

監
　
　
事	

寺
　
内
　
誉
　
迪	
村
檜
神
社	

宮
　
司

議
　
　
長	

武
　
内
　
聡
　
史	

報
徳
二
宮
神
社	

禰
　
宜

【
研
修
・
広
報
委
員
会
】

委 

員 

長	

齊
　
藤
　
隆
　
倫	

大
前
神
社	
権
禰
宜

副
委
員
長	

根
　
本
　
直
　
樹	

大
前
神
社	

権
禰
宜

副
委
員
長	

篠
　
崎
　
博
　
哉	

宇
都
宮
二
荒
山
神
社	

権
禰
宜

【
事
業
・
親
睦
委
員
会
】

委 

員 

長	

黒
　
本
　
裕
　
子	

大
宮
神
社	

宮
　
司

副
委
員
長	

山
　
本
　
明
　
翔	

日
光
二
荒
山
神
社	

権
禰
宜

副
委
員
長	

小
　
堀
　
巧
　
人	

御
厨
神
社	

宮
　
司

【
地
区
代
表
幹
事
】

中
央
地
区
代
表
（
宇
河
支
部
・
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
）

	

矢
　
部
　
貴
　
也
　	

宇
都
宮
二
荒
山
神
社	

権
禰
宜

北
東
部
地
区
代
表
（
芳
賀
支
部
・
大
前
神
社
・
塩
谷
支
部
・
南
北
那
須
支
部
）

	

小
　
幡
　
　
　
仁
　	

鹿
島
神
社	

禰
　
宜

西
部
地
区
代
表
（
上
都
賀
支
部
・
古
峯
神
社
・
日
光
二
荒
山
神
社
）

	

須
　
藤
　
茂
　
成
　	

日
光
二
荒
山
神
社	

権
禰
宜

南
部
地
区
代
表
（
下
都
賀
支
部
・
唐
澤
山
神
社
・
安
佐
支
部
・
足
利
支
部
）

	

小
　
堀
　
巧
　
人
　	

御
厨
神
社	

宮
　
司

神
青
協
関
東
地
区
理
事

一
都
七
県
理
事
・
神
青
協
代
議
員
　

神
青
協
代
議
員
　

神
青
協
時
局
問
題
調
査
員
　

一
都
七
県
事
務
局
員
　

上
　
野
　
敬
　
則	

白
鷺
神
社

上
　
野
　
敬
　
則	

白
鷺
神
社

和
　
田
　
晋
　
典	

瀧
尾
神
社
　

井
　
上
　
潤
　
一
　	

大
前
神
社

小
　
林
　
誉
　
史	

星
宮
神
社

禰
　
宜

禰
　
宜

禰
　
宜

権
禰
宜

禰
　
宜

令
和
二
年
度
む
す
び
会
役
員
・
幹
事
氏
名

各
種
委
員
会　
　

正
副
委
員
長

神
青
協
・一
都
七
県
協
議
会
関
係

令
和
三
年
度
む
す
び
会
役
員
・
幹
事
氏
名



会報むすび 令和3年3月吉日（7）

退
会
会
員
紹
介

岩
松　

史
恵

黒
川　

裕
正

黒
川　

寧
子

秋
元　

亮
平

福
田　

有
宏

板
垣　

喜
充

後
輩
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

会
員
皆
様
の
更
な
る
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

御
挨
拶

歴
代
諸
先
輩
方
を
始
め
、
会
員
の
皆
様
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

沢
山
の
経
験
と
楽
し
い
思
い
出
を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

後
輩
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

む
す
び
会
の
一
層
の
発
展
と
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

御
挨
拶

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
輩
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
挨
拶

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

後
輩
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

む
す
び
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、
会
員
の
皆
様
の
更
な
る

御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

御
挨
拶

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

後
輩
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

赫
赫
た
る
諸
君
、
恒
に
誇
り
高
き
尖
兵
た
れ
！

日
本
人
と
し
て
、神
道
人
と
し
て
、む
す
び
会
員
と
し
て
！

御
挨
拶

素
晴
ら
し
い
先
輩
方
に
導
か
れ
、
愛
お
し
い
後
輩
諸
子

に
恵
ま
れ
、
頼
も
し
い
同
輩
た
ち
と
共
に
歩
ん
だ
日
々
は

私
に
とって
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
が
一
層
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
い
、
今
後
も
陰

な
が
ら
皆
様
を
応
援
申
し
上
げ
ま
す
。

後
輩
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

今
後
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

御
挨
拶

む
す
び
会
で
は
、
多
く
の
学
び
や
出
会
い
の
場
を
頂
き
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。



会報むすび令和3年3月吉日 （8）

櫻
木　

悠
人

稲　

貴
洋

伊
藤　

照
倭

林　

靖
大

池
口　

敦

奉
職
先
　
今
宮
神
社

役
職
　
　
権
禰
宜

自
分
を
一
言
で
表
現
し
て
下
さ
い
　

マ
イ
ペ
ー
ス

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

精
一
杯
神
明
奉
仕
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

奉
職
先
　
栃
木
県
護
国
神
社

役
職
　
　
権
禰
宜

自
分
を
一
言
で
表
現
し
て
下
さ
い
　

温
厚

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
一
人
前
の
神
職
と
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

奉
職
先
　
白
鷺
神
社

役
職
　
　
権
禰
宜

自
分
を
一
言
で
表
現
し
て
下
さ
い
　

マ
イ
ペ
ー
ス

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

さ
ら
な
る
神
社
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

奉
職
先
　
星
宮
神
社

役
職
　
　
宮
司

自
分
を
一
言
で
表
現
し
て
下
さ
い
　

温
厚
篤
実

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

参
拝
者
の
方
々
が
清
々
し
い
気
持
ち
で
お
参
り
で
き
る
よ

う
境
内
整
備
や
神
社
経
営
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

後
輩
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

雅
楽
に
関
心
の
あ
る
方
は
いつ
で
も
連
絡
し
て
下
さ
い
。

御
挨
拶

栃
木
出
身
で
も
な
い
自
分
が
様
々
な
人
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
の
は
こ
の
会
が
あ
って
こ
そ
で
し
た
。
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

新
入
会
員
紹
介



会報むすび 令和3年3月吉日（9）

伊勢名物　岩戸餅　生姜糖
〒516-0024
 伊勢市宇治今在家町58番地 インターネット販売もしております。

  ☎	 0596-23-3188 
FAX	0596-28-1322

https://www.iwatoya.co.jp
E-mail:info@iwatoya.co.jp



会報むすび令和3年3月吉日 （10）

営　業　品　目

〒 323-1104 栃木県栃木市藤岡町藤岡 5203-1
　　　　　　　　　　  TEL（0282）62-1010（代表）
　　　　　　　　　  　FAX（0282）62-2061      
　　　　　 　　　　　 http://www.kk-abe-co.jp 

縁起物入みくじ・金属製守・木札守・紙札守
金襴錦守・各種熊手・守護矢・朱印帳



会報むすび 令和3年3月吉日（11）

創業 明治以前

各種御神符・守礼　その他授与品全般

伊勢市神宮会館前（〒516-0025）
TEL(0596)22-2442（代表）FAX(0596)28-8445
info@ise-minato.co.jp

〒340-0025 埼玉県草加市谷塚仲町 466-1
 TEL：048-921-1221/ FAX：048-921-1515 



会報むすび令和3年3月吉日 （12）

　
多
く
の
賛
助
会
員
の
皆
様
、
協
賛
社
の
皆
様
、
諸
先
輩
方

や
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
関
係
者
の
皆
様
の
お
蔭
を

も
ち
ま
し
て
「
会
報
む
す
び
　
第
四
十
五
号
」
が
無
事
に
発

行
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
立
皇
嗣
の

礼
が
恙
な
く
執
り
行
わ
れ
一
連
の
御
代
替
り
に
係
る
諸
儀
式

が
無
事
に
完
遂
さ
れ
ま
し
た
こ
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

拡
大
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
見
え
な
い

感
染
症
に
人
々
の
日
常
生
活
と
健
康
が
脅
か
さ
れ
た
年
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東
京
五
輪
が
延
期
さ
れ
、
感
染
防

止
対
策
と
し
て
の
制
限
や
自
粛
に
よ
り
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
だ

け
で
な
く
、
神
社
祭
典
も
神
輿
渡
御
等
の
神
振
行
事
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
初
詣
に
も
新
し
い
形
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
罹
患
さ
れ
た
方
々
の
ご
快
復
、
事
態
の
早
期
鎮
静
終

息
を
祈
念
し
、
こ
の
よ
う
な
日
々
に
お
い
て
も
神
社
が
氏
子

崇
敬
者
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
な
れ
る
よ
う
毎
日
の
神
明

奉
仕
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
三
年
三
月
十
一
日
に
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
未
だ
復
興
の
半
ば
に
あ
る
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
度
は
上
野
新
会
長
新
体
制
の
下
、
諸
事
業
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
結
び
に
皆
様
の

ご
健
勝
と
弥
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

祝　

御
結
婚

祝　

御
誕
生

福
田　

有
宏

伊
藤　

照
倭

岡
村　

洋
佑

奉
職
先
　
日
光
二
荒
山
神
社

入
籍
日
　
令
和
二
年
七
月
四
日

新
婦
氏
名
　
彩
乃

新
郎
の
つ
ぶ
や
き

公
私
に
わ
た
る
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
厚
誼
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

奉
職
先
　
白
鷺
神
社

入
籍
日
　
令
和
二
年
八
月
二
十
日

新
婦
氏
名
　
璃
子

新
郎
の
つ
ぶ
や
き

私
た
ち
二
人
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

名
　
前
　
あ
か
り

誕
生
日
　
令
和
二
年
十
二
月
二
十
日
生
ま
れ

子
供
へ
の
一
言

元
気
に
育
ち
ま
す
よ
う
に

0289-62-4141㈹https://www.ko-nan.co.jp

てん坊

ちえモンそっこーどん 晃南太郎

あけましておめでとうございます。

会社案内

令和2年 元旦 ありがとう

0289-62-4141㈹https://www.ko-nan.co.jp

てん坊

ちえモンそっこーどん 晃南太郎

会社案内

売れる広告・デザイン 販促商社
広
報
委
員
会
名
簿

委
　
員
　
長	

黒
本
　
裕
子

副
委
員
長	

黒
川
　
寧
子

委
　
　
員	

板
垣
　
喜
充

	

秋
元
　
亮
平

	

林
　
　
靖
大

	

福
田
　
直
之

	

髙
槗
林
之
介

	

半
田
　
誠
也

	

篠
崎
　
博
哉

	

三
田
　
真
隆

	

小
堀
　
巧
人

	

小
幡
　
仁



ご注文
問い合わせ

〒321-1431　日光市山内2307（日光二荒山神社内）

くじら尺を用いて、縁起の良い7尺 5寸 3分（約 3m）に裁断し、
高級感ある桐箱に納めました。
中の帯は、縦に二つ折にし、巻き納めてあります。（解説書在中）
注文からお届けまで、お時間をいただく場合があります。
納期に余裕をもって、ご注文ください。

着帯のお祝い（安産祈願）

腹　帯
〈岩田帯〉

頒布価格（1箱）1,000円（送料別）

栃木県青年神職むすび会
事業・親睦委員会　副委員長　山本明翔　宛

【ご注文はFAXにて受付致します】
　FAX.０２８８-５４-０５３７             TEL.0288-54-0535

栃木県青年神職むすび会 頒布品
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